
139　 

彙
　
　
報　
二
〇
二
一
年
一
月
〜
六
月

大

谷

学

会

◇
春
季
公
開
講
演
会

五
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

講
堂

念
仏
は
人
間
に
何
を
与
え
る
の
か

　

—

親
鸞
を
通
し
て
考
え
る—

 

本
学
教
授　

一
楽　

真

い
ま
を
生
き
る
力

 

作
家　

五
木
寛
之

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

一
月
十
二
日
（
火
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

・
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
研
究
員
の
採
用
に
つ
い
て

・
二
〇
二
一
年
度
「
一
般
研
究
」
に
つ
い
て

・
そ
の
他

二
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
十
時
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
二
〇
二
一
年
度
「
特
定
研
究
・
指
定
研
究
」

等
の
研
究
組
織
・
研
究
計
画
に
つ
い
て

・「
一
般
研
究
（
本
研
究
）」
に
つ
い
て

・
そ
の
他

三
月
二
十
三
日
（
火
）
午
前
十
時
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
二
〇
二
一
年
度
「
特
定
研
究
・
指
定
研
究
」

研
究
計
画
に
つ
い
て

・
そ
の
他

五
月
十
四
日
（
金
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
特
別
研
究
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

・
二
〇
二
一
年
度
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
そ
の
他

六
月
十
八
日
（
金
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
客
員
研
究
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て

・
研
究
所
紀
要
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
に
つ

い
て

・
そ
の
他

◇
二
〇
二
〇
年
度
「
特
定
・
指
定
研
究
」

 

「
資
料
室
」
研
究
成
果
報
告
会

三
月
二
十
三
日
（
火
）
〜

 

サ
イ
ボ
ウ
ズ
に
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

◇
二
〇
二
〇
年
度
研
究
員
総
会

三
月
二
十
四
日
（
水
）
〜

サ
イ
ボ
ウ
ズ
に
て
書
面
会
議

・
研
究
所
長
及
び
東
京
分
室
長
の
退
任
・
就

任
に
つ
い
て

・
二
〇
二
一
年
度
研
究
倫
理
／
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
教
育
に
つ
い
て

・
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
・
学
会
開
催
・
参
加

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

・
真
宗
総
合
研
究
所
「
特
定
研
究
・
指
定
研

究
」「
資
料
室
」
研
究
成
果
会
に
つ
い
て

・
真
宗
総
合
研
究
所
へ
の
要
望
・
意
見
に
つ

い
て真

宗

学

会

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
三
号
発
行

 

（
三
月
三
十
一
日
）

〈
目
次
〉

現
生
正
定
聚
と
浄
土
の
慈
悲
（
二
）—

重
な

り
合
う
「
証
」—

 

井
上
尚
実

「
宿
業
」
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
の
一
考
察 

 

藤
元
雅
文



 　140

清
沢
満
之
手
沢
本
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
オ
ブ
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
の
書
入
れ
に
関
す
る
一

考
察—

安
藤
州
一
の
言
葉
を
導
き
と
し
て

—
 

川
口　

淳

衆
生
に
自
覚
を
開
く
名
と
相—

願
生
論
（
十

八
）—

 

安
田
理
深

大
乗
仏
教
の
歩
み—
親
鸞
の
眼
を
通
し
て—

龍
樹
① 

木
越　

康

◇
新
入
会
員
歓
迎
講
演
会
並
び
に
総
会

五
月
十
八
日
（
火
）
午
後
一
時
〜

 

於　

二
号
館
二
二
〇
一
教
室

親
鸞
に
学
ぶ 

本
学
教
授　

井
上
尚
実

仏

教

学

会

◇
研
究
発
表
例
会

一
月
十
三
日
（
水
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
二
教
室

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
密
教
思
想

 

本
学
教
授　

福
田
洋
一

安
田
理
深
「
縁
起
法
の
考
察
」
に
つ
い
て

 

本
学
任
期
制
助
教　

梶　

哲
也

◇
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
梗
概
発
表
会

一
月
十
四
日
（
木
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
三
教
室

発
表
会
終
了
後
に
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。
な
お
、

例
年
開
催
し
て
い
た
送
別
懇
談
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

中
止
し
た
。

◇
福
田
洋
一
教
授
最
終
講
義

二
月
二
十
四
日
（
水
）
午
後
三
時
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

    （
並
び
にYouTube

に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
）

ツ
ォ
ン
カ
パ
思
想
の
形
成
過
程
に
つ
い
て

　

—

中
観
・
道
次
第
・
密
教—

※
本
講
義
は
本
学
文
学
部
仏
教
学
科
の
ほ
か
、

本
学
文
学
部
人
文
情
報
学
科
並
び
に
本
学

大
学
院
文
学
研
究
科
国
際
文
化
専
攻
と
の

共
同
で
主
催
し
た
。

哲

学

会

◇
『
哲
學
論
集
』
第
六
十
七
号
発
行

 
（
二
月
二
十
八
日
）

〈
目
次
〉

追
悼　

訓
覇
曄
雄
先
生 
村
山
保
史

「
協
同
」
と
い
う
共
同
性—

田
辺
元
の
実
存
協

同
の
思
想—

 

竹
花
洋
佑

解
釈
学
的
経
験
と
《
あ
な
た
》
理
解

 

味
村
考
祐

若
勢
の
「
自
立
性
」
検
討
の
た
め
の
整
理—

　

細
谷
昂
の
小
経
営
概
念
を
手
が
か
り
に—

 

阿
部
友
香

裁
判
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
た
原
告
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト—

パ
ウ
ロ
・
フ
レ
イ
レ
の
視

点
か
ら—

 

中
野
加
奈
子

◇
春
季
研
究
大
会

三
月
十
七
日
（
水
）
午
後
一
時
〜

 

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
（Zoom

）
を

 

活
用
し
て
実
施

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら—

M
aaS

に
よ
る

移
動
の
変
革—

 

本
学
社
会
学
科
助
教　

野
村　

実

色
と
形
：
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
に
お

け
る
プ
ラ
ト
ン
的
イ
デ
ー
に
つ
い
て
の
試

論 

本
学
哲
学
科
助
教　

鳥
越
覚
生

◇
二
〇
二
一
年
度
総
会
及
び

 

『
哲
學
論
集
』
第
六
十
七
号
合
評
会

六
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
〜

 

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
（Zoom

）
を
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活
用
し
て
実
施

論
文
合
評

若
勢
の
「
自
立
性
」
検
討
の
た
め
の
整
理—

　

細
谷
昂
の
小
経
営
概
念
を
手
が
か
り
に—

 

佐
久
大
学
人
間
福
祉
学
部　

阿
部
友
香

解
釈
学
的
経
験
と
《
あ
な
た
》
理
解

 

本
学　

味
村
考
祐

国
史
学
会
・
日
本
仏
教
史
学
会

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
一
月
例
会

一
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 
Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

真
宗
得
度
儀
礼
の
展
開—

十
八
世
紀
後
半
ま

で
を
対
象
と
し
て—

 

堅
田　

理

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
三
月
例
会

三
月
二
十
七
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 
Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

安
藤
昌
益
の
思
想
世
界—

『
自
然
真
営
道
』

に
み
ら
れ
る
「
無
盗
・
無
乱
・
無
迷
・
無

欲
」
を
中
心
と
し
て—

 

駒
井　

雅

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
五
月
例
会

五
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
八
教
室

修
士
論
文
構
想
報
告 

新
井　

真
帆

 

森
口
真
奈
美

 

八
尾
茉
奈
果

 

渡
邊　
　

誠

 

下
村　

優
佳

文

藝

学

会

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
九
十
六
号
発
行

 

（
三
月
Ａ
５
判
四
十
七
ペ
ー
ジ
）

〈
目
次
〉

釈
戒
明
請
来
「
志
公
十
一
面
観
世
音
菩
薩
真

身
」
像 

野
村
卓
美

芥
川
龍
之
介
『
道
祖
問
答
』
の
方
法—

素
材

と
し
て
の
「
仏
教
」—

 

中
川
眞
二

甘
美
な
る
家
父
長
制—

松
浦
理
英
子
『
最
愛

の
子
ど
も
』
論—

 

泉
谷　

瞬

乳
幼
児
教
育
学
会

◇
『
大
谷
大
学
乳
幼
児
教
育
学
会
研
究
紀
要
』

 

創
刊
号
発
行

 
（
三
月
十
八
日
）

〈
目
次
〉

巻
頭
言　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
新
た
な
軌

跡
を
！ 

川
北
典
子

指
導
法
「
言
葉
」
の
学
び
を
深
め
る
保
育
現

場
に
お
け
る
絵
本
の
活
用 

川
北
典
子

保
育
実
習
に
お
い
て
学
び
を
深
め
る
低
年
次

で
の
現
場
体
験
学
習 

川
北
典
子

 

冨
岡
量
秀

 

西
村
美
紀

 

渡
邉
大
介

 

小
川
晴
美

都
道
府
県
社
会
的
養
育
推
進
計
画
に
関
す
る

一
考
察
〜
数
値
目
標
未
達
成
自
治
体
の
憂

鬱
と
目
標
達
成
自
治
体
（
京
都
市
）
へ
の

私
的
な
提
言
〜 

木
塚
勝
豊

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
通
じ
て
行
う
総
合

表
現
学
習
の
実
践—

卒
業
研
究
に
向
か
う

課
題
発
見
の
た
め
の
内
発
的
動
機
づ
け
に

関
し
て—

 

塩
見
知
利

保
育
心
理
士
の
専
門
性
へ
の
視
座
〜
「
保
育

人
間
学
」
の
学
び
〜 

冨
岡
量
秀

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
育
に
お
け
る
教
材
観

 

西
村
美
紀

子
ど
も
と
生
活 

松
井
玲
子
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発
達
障
害
の
早
期
発
見
を
め
ぐ
る
現
状
と
課

題
〜
一
貫
し
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目

指
し
て
〜 

安
田
誠
人

幼
児
期
に
お
け
る
能
力
認
知
と
自
己
評
価
の

変
動
の
関
連—

能
力
認
知
に
よ
っ
て
喚
起

さ
れ
る
感
情
の
検
討—

 

渡
邉
大
介

 

近
藤　

綾

領
域
「
表
現
」
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た

総
合
表
現
の
指
導
法
の
検
討 
矢
野
永
吏
子

 
太
田
智
子

 
城　

優
香

初
等
教
育
学
会

◇
『
大
谷
大
学
初
等
教
育
学
会
研
究
紀
要
』

 

第
三
号
発
行

 

（
三
月
一
日
）

〈
目
次
〉

低
学
年
の
鑑
賞
指
導
に
つ
い
て

　

—

初
等
科
教
育
法
（
音
楽
）
で
の
模
擬
授

業
を
通
し
て—

 

市
川
郁
子

発
達
障
害
等
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を
育
て

る
母
親
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
一

考
察—

親
子
の
遊
び
の
実
態
調
査
か
ら—

 

井
上
和
久

 

大
久
保
圭
子

県
立
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
と

市
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
作
成
し
た

「
特
別
な
配
慮
・
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児

児
童
生
徒
の
移
行
期
の
支
援
継
続
の
手
引

き
」
の
有
用
性
の
検
討—

教
員
へ
の
質
問

紙
調
査
の
結
果
か
ら—

 

大
久
保
圭
子

 

井
上
和
久

エ
リ
ク
ソ
ン
理
論
の
「
劣
等
感
」
と
失
敗
に

対
す
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト 

田
中
久
美
子

教
職
実
践
演
習
「
学
級
経
営
」
に
見
ら
れ
る

学
生
の
期
待
と
不
安—

教
育
実
習
の
学
び

と
児
童
理
解
を
助
け
る
コ
ー
チ
ン
グ
に
関

す
る
考
察—

 

谷　

哲
弥

会
則

国
語
教
育
学
会

◇
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

一
月
十
五
日
（
金
）
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
危
惧
さ

れ
た
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

◇
『
大
谷
大
学
国
語
教
育
研
究
』
第
八
号
発
行

 

（
二
月
二
十
五
日
）

〈
目
次
〉

第
一
部　

研
究
論
文

国
語
科
に
お
け
る
「
情
報
を
精
査
・
解
釈
す

る
力
」
の
育
成—

「
お
手
紙
」
の
実
践
を
手

が
か
り
に
し
て—

 

高
橋
由
衣

「
く
じ
ら
（
ぐ
も
）」
は
歌
っ
た
か
？—

教
材

分
析
と
実
践
の
狭
間—

 

望
月
謙
二

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
つ

い
て
の
考
察—

新
聞
報
道
を
手
が
か
り
に

—
 

高
野
昭
雄

第
二
部　

卒
業
論
文

国
語
科
に
お
け
る
話
し
合
い
指
導
の
授
業—

「
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
」
の
実

践
を
手
が
か
り
に—

 

岩
佐
志
緒
里

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
授
業—

「
町
の
幸
福
論—

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
る
」
を
基
に—

 

上
野　

心

文
学
的
文
章
の
指
導
法—

「
や
く
そ
く
」
の

実
践
を
手
が
か
り
に
し
て—

 

馬
瀬　

渉

「
学
び
合
い
」
を
用
い
て
読
み
を
深
め
る
授
業

—

「
風
切
る
つ
ば
さ
」
の
実
践
を
手
が
か

り
に
し
て—

 

合
内
彩
夏
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音
読
活
動
の
指
導
法—

「
か
ず
と
か
ん
じ
」

の
実
践
を
手
が
か
り
に
し
て—

 

深
尾
麻
生

物
語
教
材
の
指
導
法—

「
三
年
と
う
げ
」
の

実
践
を
手
が
か
り
に
し
て—

 

藤
田
湧
気

物
語
文
の
指
導
法—

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
て

が
か
り
に—

 

村
上
龍
輝


